
ス)

事業番号 474

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(国土交通省)

予算事業名 観光産業のイノベーション促進事業
事業開始

年度
平成２０年度 作成責任者

担当部局庁 観光庁 担当課室 観光産業課
課長

鈴木　昭久

会計区分 一般会計 上位政策 観光立国の実現

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
観光立国推進基本法第１５条

関係する計
画、通知等

観光立国推進基本計画

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

宿泊産業・旅行産業を活性化し、観光産業の新たなビジネスモデルを構築し、普及・啓発すること。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

観光産業の新たなビジネスモデルを構築し普及・啓発することを目的として、客室稼働率の向上や業務の共同化・効率
化等複数の宿泊施設が集積した地域（旅館街）にアドバイザーを派遣して旅館街の面的な再生を図る取組等に関する
実証事業を行い、事業の成功事例を積み上げ、その要因の分析・活用により、観光産業の生産性向上や国際競争力
の強化を図る。

実施状況

実証事業の実施（１４件）等により、観光産業におけるイノベーションを進める上での課題等を抽出した。
また、旅館街の面的再生への各地での取り組みを誘導することを目的としたセミナーの開催や、面的再生に取り組む
地域を対象とした相談窓口を設置し、専門家への相談及びｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰのを現地派遣を実施した。（アドバイザー派遣先
は１９箇所）

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） - 20 67 15 -

執行額 - 20 80

執行率 - 100% 119% ＊ 

総事業費(執行ベース)総事業費(執行ベ - - -

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

支出先とは緊密に連絡を取り合い、事業の進捗状況については適切に把握をした。

見直しの
余地

国土交通省公正入札調査会議における指摘等も踏まえ、契約情報について事前公示等を含めた周知期間を十分に置
く等の改善を図っている。今後とも効率的・効果的な予算の執行に向けて改善を図っていくこととしている。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

【事業廃止】
本事業については、概ね当初の事業計画期間において一定の成果が得られる見込みであるため、事業を継続する必要がないこ
とから、本事業については平成２２年度限りで廃止する。

補
　
記

※平成21年度事業仕分け評価結果
　「観光を核とした地域の再生・活性化事業：予算要求の縮減（80％程度を縮減）

＊厳しい経営環境にある地域の旅行業及び宿泊業をはじめとする観光産業について、新たなビジネスモデルを構築し普及・啓発
することを目的とした本事業の効用の増大を図るため、他事業の契約差金等を活用して実施額を増額の上実施した。

【予算科目】 
 組織 観光庁 
 222 観光振興費 
       95 観光振興に必要な経費     （２１年度予算額）    （２１年度決算見込額） 
       95016‐2129‐06 諸謝金             ０百万円              ０百万円 
       95016‐2122‐08 職員旅費                                  ０百万円              ０百万円 
       95016‐2122‐08 委員等旅費          ０百万円              ０百万円 
       95016‐2123‐09 観光振興調査費      ６７百万円             ８０百万円 

＊ 



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)て補足する)
(単位:百万円)

観光庁 
８０百万円 

Ａ．（財）日本交通公社 
８０百万円 

・実証事業の実施（１４件）等により、

観光産業におけるイノベーションを進

める上での課題等を抽出 
・旅館街の面的再生への各地での取

り組みを誘導することを目的としたセ

ミナーの開催や、面的再生に取り組

む地域を対象にした窓口を設置し、

専門家への相談や、ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの現

地派遣を実施 

客室稼働率の向上や業務の共同化・

効率化等複数の宿泊施設が集積した

地域（旅館街）にアドバイザーを派遣し

て旅館街の面的な再生を図る取組等に

関する実証事業の実施方針の策定 

諸謝金 
０百万円 

【企画競争・請負】 

職員旅費 
０百万円 

委員等旅費 
０百万円 

観光庁 
８０百万円 

Ａ．（財）日本交通公社 
８０百万円 

・実証事業の実施（１４件）等により、

観光産業におけるイノベーションを進

める上での課題等を抽出 
・旅館街の面的再生への各地での取

り組みを誘導することを目的としたセ

ミナーの開催や、面的再生に取り組

む地域を対象にした窓口を設置し、

専門家への相談や、ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの現

地派遣を実施 

客室稼働率の向上や業務の共同化・

効率化等複数の宿泊施設が集積した

地域（旅館街）にアドバイザーを派遣し

て旅館街の面的な再生を図る取組等に

関する実証事業の実施方針の策定 

諸謝金 
０百万円 

【企画競争・請負】 

職員旅費 
０百万円 

委員等旅費 
０百万円 



れ 計 0 計 0

計 0 計 0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者にている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

A.（財）日本交通公社 E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

実証事業費 実証事業（１４件）に係る支援経費 48

人件費 人件費（研究部門）、技術料 19

専門家派遣経費
旅館街の面的再生に係るアドバイ
ザー派遣経費

8

その他 会議開催経費（会場借料、謝金）、
通信費、印刷費、職員旅費等

5

計 80 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0


	シート

